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リ ーマおよび夕 、ノ プ

をしている全工峨に配給している。材質は SKS 2 で， その形状

は写只のようなものである。おもなタップおよびリーマの寸法

はつぎのとおり である。

名 初: [任後 (mm) 段 さ (mm)

間IJI空立込タップ 22-32.5 1.5mm と ひ 280 

四1 t宣 " 22-32.5 " 455, 595. 770 

天 井筏 " 28-40 1340.1610.1880 
2150(但し全長)

洗 口 " 50-70 5mm とひ 140 

溶 けせん " 52 170 

洗 ロリーマ 50 130 

溶けせん 45 130 

アーチ行せん " 145 

，内u 穴 " 
58太.管45端(7用勾智径，配5) 朗lrf 0.8mm とひ

38 m 各 600

(注) ポイラに使用されるねじ山数は国鉄では 1 i n につき 12 山

である.
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成する軌道俗造の一部で， 軌道が 2 つに分れ始めの箇所に使用

するもの。 転績 (てんでつ)器ともいう (図ー1 ， 写真ー1 ) 。

l 対の基本レー ノレ と 1 対の可動の ト ングレールを主体とし，

これを連結する転轍篠，連結板，J;R板， レ ー ノレプレス，止金具，

間隔材， 継目板，カラ ー ， 座金， ファングポ ノレ ト， ボル ト 等の付

属品より なる。 基本レールはストックレール とも いう。 トング

レールは尖端 (せんたん) レ ール ともいい ， '~~~'i磁のレ ー ノレまたは

帽子形レ ー ノレを基本 レ ー ルに主主iÎ'rするように削成して先端をと

がらしたもので，トングレール後端を起点として図ー2 の点線の

ように動き，ポイ γ トの主要部分となっている。 ト ソ グレ ー ル

の先端をポイ γ ト の前哨といい， ト ソ グ レ ー ノレの後端をポイ γ

トの後湖 とし、う。 I抑制主魁端(したん)あるいは トー， 後端は建

梢(しょうたん)あるいはじ ール とも L 、う 。 ト ングレールの食い

違いはつぎのようにして生ずる。図-3 の よう に直線のト γグ レ

ールを使用したポイントを右分岐総③， 左分岐総⑥， 両日目き 分自主

総@等にすべて共用できるようにしたため， 同聞き分岐総には

トソグレ ー ノレの食い違いはないが， 片聞き分岐昔話には食い違い

ができ る。後述の 1111線のト γグレーノレを使用したポイントのよ

うに， 上記各極分岐器に共用しないポイント ではトングレ ー ル

の食い迷いはない。 連結額は転徽俸とトングν ー ノレ とを直結す

る金具である(図-1 ) 。

転撤棒は 1 対のト γグレ ー ノレを直結し， かつ基本 レーノレに務

着することができるように作られたものである。 なお転轍俸の

端は直接転在員総に迎給されている(図ー1 ) 。またこの転鰍隊取付

け位位におけるトソグレーノレの移動する距離を行程 と Lづ。行

程はまた動程とも L 、う。ポイソトの前端における トゾグレール

の移動距離を開程という(図 1 ) 。

床板(しょうばん)は一般軌道のタ イプレ ー ト に匹敵するもの

で， ト γ グレーノレがÌ')'tilllJできるようになっている納長い床板と ，

後端の継目部に敷く大きな床板との 2 邸主国がある(図ー1 ) 。

レ ー ノレプレスは軌条転止 とも い う(l濁 4) 。基本レ ールはflli造

上レ ーノレ底部の片側IJ しか抑えるこ とができないので， ν ーノレが

倒れるのを防ぐためにもうけられた金兵である。

止金具はト γグレー ノレが卒輸のためおし曲げられるのを防い

で，車輸の俄圧力を法木レーノレによっ て受けられるようにもう

けられた金具である(図-4) 。 通常トゾグレールに取りつけるが，

後述の帽子形ポイントでは基本レ ーノレにとりつける。

間隔材はト γグレ ー ノレ後端継目部に使用する (l濁ー1 ) 。 ト ン グ

レ ー ルおよびこれにつづくリ ー ドレ ー ノレ と基本 ν ー ノレ と の聞を

一定に保ち，かつ継目板としての蟻能を有する。

カラ ーは図ー5 に示すように， ト ン グレ ー ルが門治にilllJきうる

よ うに ト ングレールの後端縦El íυこ さし入れて， 1日I隔材と継目

板の間隔を一定に保つために取付けた金具である。 またこのほ

かに転鰍俸を円 rl'~f，こ動かすために，迎結板と転鰍待とを述結す

るためにも使用する。 ~金は図ーl に示すよう にポノレトの回り止

めとして使用するものと，ナットで締めつける力を受けるもの，

およびレ ーノレの l底部を抑えるために使用するも の とある 。

継目板は図ーl に示すように一般軌道の継目板とすごい t.::.~ 、同

じであるが， 他封切:可動のトゾグレ ーノレと近接しているために，

絞目板の肩およびl底部を商IJ っ てトソ グ レ ーノレが lliJJきうるように

してある。

77 ソグポノレ トは爪ボル ト ともいわれ!濁 6のよう にポイ ン ト

またはガードの床板を枕木に取付けるためのボル ト である。ボ

ルトの先端に爪があって， この爪を枕木の契側にひっかけてボ

ルトの回り止めの働き をするようにしている。

ポイ γ トを形状から分瀕すると ， 尖端(せんたん)ポイント




